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1 緒 言
 一般に食品が酸化する原因は酸素,酵 素,日 光,熱,
その他 β線やy のような放射線のもとに起 こるもの
であ り,酸 化には種 々の型があ ると考えられ る。いず
れ の原因に しても食品の酸化は好ましくない現象であ




とい う観点か らも必要不可欠なことで あろ う。 酸 化
防止剤のみな らず これ ら食品添加物が人体にとって無
害であることは,添 加物本来の目的と相倹 って必須の
条件である。食品添加物公害が社会問題 として云々さ
れている昨今,使 用 され る添加物の種類および添加量
にす るどい視線をあてる必要があると考えるものであ
る。
 3,5‐di‐tent.-butyl 4-hydroxy-toluene(BHT)は 酸
化防止剤 として数種の食品に一定量の添加が許可 され
ている物質であ り,元 来,石 油製品や ゴム製品の合成
酸化防止剤として開発 された ものであ る。同 じような
目的で開発 された酸化防止剤にBHA(3-tert.-tutyl
4-hydroxy-anisolま たは2‐tort.-butyl-4-hydroxy-




 毒性の点で問題 となるBHTの フェノール性は,オ
ル ト位にあるか さの高い第三 ブチル基や,パ ラ位のメ
チル基 の存在でかな り弱め られ ているものと考えられ
る。 また熱に対す る安定性がたか く,加 熱加工 しても
効力の低下の少ないこと,安 価 であることな どの理由




                  19以 下
油脂,バ ター,魚 介乾製品,魚
介塩蔵品,乾 燥 うらこしい も
・1kgに つ き0.2g以 下
チs一 イ ンガム1kgに つ き0.759以 下
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 なお毒性 につ い てはW.B. Deichmanお よびJ. J.   2)                   3)        4}    5)            6)
CIE mme「,1. K. Ka「Plyuk, Brown,青 木, J. C. Dacre,
らの研 究がみ られ るが定見 は ない よ うで あ り,一 般 に
は急性 毒性 はマ ウスに経 口投与 し た 場 合LD 50は
1.39g/kg,慢 性毒 性につ い ては本 品0.2～1%配 合飼
料 で ラ ッ トを105日 間飼育 した 結果変 化 を認め ていな
い。FAO/WHOはBHTの 許 容 一 日摂取量 を0～0.5
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⑤n ーヘキサン:四塩化炭素 (3: 1) 
⑥シクロヘキサン
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表 2 各展開溶媒による BHTのRf値とスポットの形状
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溶媒|ベンゼン|ホルム i炭素|ヘキサオホ/レムe3:'1).-'-1シクロヘキサン



















































|四塩化 1_-1-_""" Jヘキサン :.1
溶媒|炭素|ヘキサン1235Tペヘキサン
Rf fj I~o 判。叫-f竺竺39





160"-' 1700Cの油浴に浸し 8"-'10 m1/minの速度で水
蒸気蒸留を行ない留液 500mlを得る。これを分液ロ














T氏による IUVv::. J:る ITLCによる iwによる




























ヘキサン|エタノール!エーテル|1- ::f--iT ';/I~ j1 / -，vl 竺空
Rf値 IO. 43 I O. 48 I O. 95 I 0.86 





























ム 7'"'-'8gで脱水し直ちに 520mμ における吸光度を
よみとる。対照液はイソプロパノール 50mlを用い試
料と同様に処理したものを用いる。
つぎに 50%イソプロパノール 1ml中に 10μgの













。一→ 20 40 60 80 100 BHTμg/ml 
BHTの ppmは次式により計算する。












n. N. 2市販ポテトフレーク 50gを蒸留フラスコ
にとり水 200mlおよび飽和塩化マグネシウム 30ml 
を加えよくふりまぜ、る。これを沸謄しない程度の水浴






































BHT I2占 HA I 3-BHT 
サンプルARf値 I 0.53 I 0.23 0.47 
サンプゆ Rf値 I 053 I 021 0.45 







のスポットを得， 2-BHA， 3-BHAに対応した。 BHT
は含有されていないものと思われる。

























素，ヘキサン， ヘキサン:四塩化炭素 (3: 1)， シ
クロヘキサンの六種のうちシグロヘキサンが最も良
好であった。
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